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亮

こ
の
「
き
ょ
う
か
ん
」
が
お
手
元
に
届
く

頃
は
秋
も
深
ま
る
好
季
節
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご

健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
日
本
で
は
猛
暑
に
加
え
て
異

常
豪
雨
が
各
地
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
、

海
外
で
は
大
早
魅
や
異
常
高
温
地
域
の
発

生
等
、
地
球
の
環
境
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
狂
い

が
深
刻
化
し
て
い
る
の
で
は
と
危
慎
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
社
会
で
は
相
変
わ

ら
ず
紛
争
が
絶
え
ず
、
圏
内
に
あ
っ
て
は

異
常
な
事
件
の
頻
発
等
、
心
の
痛
む
状
況

が
続
い
て
お
り
、

「何
と
か
な
ら
な
い
か
」

と
思
う
毎
日
で
す
。
高
齢
化
社
会
が
急
速

に
進
む
日
本
、
次
世
代
に
余
分
な
負
債
を

残
さ
ぬ
よ
う
自
立
心
の
酒
養
が
必
要
と
思

い
ま
す
。
た
と
え
小
さ
な
力
で
も
、
一
人

ひ
と
り
が
惰
性
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
日
々
是
新
」
と
「
感
謝
」
の
心
で
日
々

の
生
活
に
立
ち
向
か
い
た
い
も
の
で
す
。

母
校
の
現
況
で
す
が
、
堀
範
副
会
長
の

関
東
萩
友
会
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
里
見

総
長
肝
い
り
の
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の

飛
躍
」
を
目
指
し
た
取
組
が
着
実
に
歩
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
、
同
慶
の
至
り
で

す
。
ま
た
、
わ
が
教
育
学
部
で
も
本
郷
学

部
長
の
ご
挨
拶
文
に
あ
る
よ
う
に
、
国
際

化
に
向
け
た
意
欲
的
な
挑
戦
が
な
さ
れ
て

題字：江川

伊

東
北
大
学
教
育
学
部
問
者
区
間
窓
会
会
長

星

永

揚

｛
警
社
会
若
宮
守
山

い
る
由
、
こ
れ
ま
た
力
強
い
限
り
で
す
。

さ
て
、
我
が
関
東
地
区
同
窓
会
で
す
が
、

今
年
は
二
年
に
一
度
の
総
会
開
催
年
度
に

当
た
り
、
現
在
、
役
員

一
同
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

点
大
事
な

変
更
点
が
あ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
開
催
日

時
を
、
従
来
の
「
金
曜
日
・
夕
方
」
か
ら

「日
曜
日
・
午
後
開
催
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

遠
距
離

・
ご
高
齢
の
会
員
か
ら
の
要
望
へ

の
対
応
が
理
由
で
す
。
詳
し
く
は
一
・
二

ペ
ー
ジ
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
記

念
講
演
は
、
上
埜
高
志
副
学
部
長

（本
郷

学
部
長
は
学
会
出
席
で
都
合
つ
か
ず
）
に

お
願
い
し
、
「
教
育
学
部
の
現
状
と
課
題

（ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
ど
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
懇
親

会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
田
沢
幹
事

の
お
骨
折
り
で
東
北
大
学
プ
ル
1
グ
ラ
ス

の
有
志
に
三
曲
程
演
奏
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
に
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
三
年
八
ヶ
月
、

未
だ
復
興
の
進
ま
ぬ
被
災
地
へ
の
支
援
の

思
い
を
新
た
に
し
、
久
し
ぶ
り
に
旧
友

・

同
窓
と
の
交
流
と
緋
を
強
め
て
い
た
だ
く

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
知
合
い
の
会
員
の
方
に
も
お
声
掛
け

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
ご
参
加
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東北大学教育学部関東地区同窓会総会 ・懇親会のご案内

節目回総会・惣親会を下記のとおり開催いたします。懐かしい官ー春時代を共に「杜の都・仙台」で過ごされ

た同窓生の皆様が旧交を温め、交流を拡げるチャンスにしたいと思います。今回から皆様の集まりやすいBlltil

開催に変更いたしました。ご多用のこととは存じますが、是非ともご出席いただきたくご案内申し上げます。

なお、出欠のご返事は、遅くとも10月30日（木）までに事務局あてお寄せ下さい。

東北大学教育学部関東地区間窓会会長

第13回

永揚星

13時より

記

平成26年 11月9日（白）

麗津大学東京研究センター

・開催日

・会場 （詳細は2ページをご覧ドさい）
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東
北
大
学
は
、
現
在
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日

本
の
大
学
の
国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
的

に
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

1
0
0
を
目
指
す
大
学

（
タ
イ
プ

A
、

一
O
件
程
度
）
や
国
際
化
を
牽
配
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
（
タ
イ
プ
B
、
二
O
件
程

度
）
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
東
北
大
学
が
目
指
す
タ

イ
プ

A
に
採
択
さ
れ
た
場
合
、
毎
年

四
億
二
千
万
円
、
最
大
一

0
年
間
の
支
援

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
国
際
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る

こ
と
に
・な
り
ま
す
。

教
育
学
研
究
科
教
育
学
部
に
お
い
て

も
、
国
際
化
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
二
O
一
七
年
ま
で
に
達

成
す
る
目
標
と
し
て
、
以
下
の
項
目
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
（
こ

学
部
生
の
海
外

留
学
数
の
増
加
、
（
二
）
大
学
院
生
の
国

際
学
会
で
の
発
表
の
増
加
、
会
二
教
員

に
よ
る
国
際
共
同
研
究
の
推
進
、
（
四
）

外
国
人
教
員
の
採
用
、
（
五
）
英
文
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
発
行
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
既
に
今
年
の
春
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
助
教
と
し
て
外
国
人
教
員
を
採
用
し
、

平成26年10月l日第12号きょうかん

秋
に
は
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
発
刊
す
る
計

画
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
院
生
の
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
「
ア

ジ
ア
共
同
学
位
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ア
ジ

ア
教
育
リ
ー
ダ
ー
コ

1
ス
」
（
〉
回
、
コ
ー

ス
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、

東
ア
ジ
ア
の
各
大
学
を
大
学
院
生
が
移
動

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ

ア
の
文
化
に
精
通
し
た
教
育
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
年
の

夏
に
は
、
東
北
大
学
に
お
い
て
十
一
日
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア

の
各
国
か
ら
計
十
八
名
（
東
北
大
学
か
ら

六
名
）
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後、

国
立
政
治
大
学
（
台
湾
、
二

O
一
五
年
冬
）、

南
京
師
範
大
学
（
中
園
、二

O
一
五
年
夏
）
、

高
鹿
大
学

（韓
国
、
二

O
一
六
年
冬
）
と

学
生
が
移
動
し
な
が
ら
学
ぶ
予
定
で
す
。

学
部
に
お
い
て
は
、
昨
年
秋
に
募
集
し

た

「
教
育
学
部
支
倉
学
生
交
流
委
員

（回
目
肘
）
」
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
三

月
に
は
国
立
台
湾
師
範
大
学
及
び
国
立
政

治
大
学
を
訪
問
し
、
教
育
学
部
に
つ
い
て

の
広
報
活
動
や
学
生
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
に
は
新
入
生
に
対
す
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
学
部
生
に
対
す
る
留

第13回東北大学教育学部関東地区同窓会総会 ・懇親会 ｜ 

＊講師上埜高志氏

（東北大学大学院教育学研究科・教育学部教授、副学部長）

女演題「教育学部の現状と課題一ワールドクラスの大学を目指してJ
14時30分 f三国一」 ：（麗津大学東京研究センタ一向ピル地下）
5,000円（当日受付にでお支払いください）

10月30日（木）までに、同封の返信用ハガキで出欠をお知らせください。

同窓会事務局 小林昭文 TEL・ FAX 042-325・2819

平成26年11月9日（日）13時より （12時30分受付開始）～ 17時
麗湾大学東京研究センター

13 a寺
13時30分

時

場

会

演

会

費

込

せ

親

会

懇

会

申

問

⑤
＠
①
＠
 

日
会
総
議

①
②
①
＠
 

．ベ インフォメーション〕－

女講師 －上埜 高志氏のプロフィール
1954年宮城県生まれ。1980年弘前大学医学部卒祭。東北大学医学部付属病院神経科精神科、 国立精神 神経セン

ター武蔵病院（東京都小平市）、日HJ宮城県精神僚害者救援会医l見台病院（仙台市青葉区）を経て、 1993年東北大学
教育学部視覚障害学講座 ・助教授。2002年東北大学大学院教育学研究科人開発途臨床科学議座教授。2012年

4月よ り国立大学法人 東北大学大学院教育学研究科 .lJIJ研究科長。専攻は臨床心現学、精神医学。

食会場．麗津大学東京研究センター

麗i事大学東京研究センターは、新宿副都心の新宿アイランドタワー4階にあります。
問在地1：東京都新宿区西新宿6ふl 新宿アイランドタワー4階
滝制：035323 6196 : 

~：JR新宿駅西口よ り徒歩8分。東京メトロ丸の内線西新宿駅下車すぐ上。
地図は大学のHp htゅ.I/www.reit出 U仏 ac.jp／交通案内にあります。
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東
北
大
学
教
育
学
部
は
、
昭
和
三
四
（
鵬
）

年
五
月
、
宮
城
師
範
学
校
（
背
年
師
範
を
含

む
）
を
包
摂
し
、
義
務
教
育
の
教
貝
養
成
を

も
担
う
部
局
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
以
下
、

平
成
十

一
年
度
版
「
卒
業
生
名
簿
」
序
章
か

ら
そ
の
歴
史
を
抜
粋
要
約
し
掲
載
す
る
。

1
・前
史
惚
（大
正

U
i
棚
（昭
和
白
）年

大
正
十
二
（
附
）
年
、
東
北
帝
国
大
学
法
文

学
部
に
教
育
学
部
の
前
身
と
な
る
教
育
学
講

座
が
設
置
さ
れ
、
篠
原
助
市
教
授
が
就
任
、

昭
和
十
（
附
）
年
に
細
谷
恒
夫
助
教
授
が
着
任
。

こ
の
時
期
の
教
育
学
研
究
は
篠
原
教
授
の

「
理
論
的
教
育
学
」
に
代
表
さ
れ
、
大
正
新

教
育
連
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

2
・
第
一
期

制（
昭
和
白
）
i
叩
（昭
和
泊
）年

戦
前
の
大
日
本
帝
国
憲
法
・
教
育
勅
諸
に

か
わ
り
、
日
本
国
憲
法

・
教
育
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
主
権
者
と
し
て
の
国
民
を
育
て
る

民
主
主
義
教
育
が
戦
後
改
革
の
理
念
と
な
り
、

「
大
学
で
教
員
養
成
を
行
う
」
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
た
。
東
北
大
学
の
研
究
中
心
の
在
り

学
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
、
学
部
の

国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

教
育
学
研
究
科

・
教
育
学
部
の
こ
の
よ

う
な
国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し

て
、
今
後
と
も
同
窓
会
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（一

一
O
一
四
年
八
月

一
日）
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方
と
、
宮
城
師
範
が
担
っ
て
き
た
義
務
教
育

教
貝
養
成
と
は
隔
た
り
が
あ
っ
た
が
折
衝
を

重
ね
、
側
年
5
月
、
東
北
大
学
教
育
学
部
が

宮
城
師
範
学
校
を
併
合
し
成
立
し
た
。

3
・第
二
期

間（
昭
和
泊
）j
慨（
昭
和
刊
）年

こ
の
時
期
、
十
講
座
体
制
で
あ
り
、
昭
和

三
一
年
に
は
片
平
丁
に
新
研
究
室
棟
が
完
成

し
充
実
期
を
迎
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

戦
後
改
革
の
理
念
で
あ
っ
た
教
員
養
成
の
開

放
性
が
見
直
さ
れ
、
一
九
五
八
年
中
央
教
育

審
議
会
答
申
で

「目
的
養
成
」
政
策
が
打
ち

出
さ
れ
、
教
員
養
成
課
税
の
分
離
独
立

・
宮

城
教
育
大
学
創
設
の
道
が
選
択
さ
れ
た
。

4
・第
三
期

制｛
昭
和
刊
）j
制
（
平
成
5
）年

一
九
六
五
（
昭
和
刊
）
年
か
ら
は
、
教
育
学

科
三
専
攻
（
教
育
哲
学
・
教
育
史
、
教
育
社
会

学
・
社
会
教
育
学
、
教
育
行
政
学
・学
校
管
理
・

教
育
内
容
）
と
教
育
心
理
学
科
三
専
攻
（
教
育

心
理
学
、
聴
覚
言
語
欠
陥
学
、
視
覚
欠
陥
学
）

の一

一学
科
構
成
と
な
っ
た
。
一
九
七
三
（昭
和

崎
）年
に
付
属
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
を

設
置
、
同
年
教
育
学
部
を
含
む
文
系
四
学
部

が
川
内
地
区
へ
の
移
転
と
な
っ
た
。

5
・
第
四
期
捌
（
平
成
5
）年
i
現
在

一
九
九
八
（
平
成

m）年
四
月
よ
り
大
講
座

制
を
採
用
。
人
間
形
成
論
、
教
育
政
策
科
学
、

成
人
継
続
教
育
論
、
教
授
学
習
科
学
、
人
間

発
達
臨
床
科
学
の
五
大
講
座
と
大
学
教
育
開

放
セ
ン
タ
ー
。
平
成
十
八
年
に
「
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
、
同
二
十
年
に
「
教

育
設
計
評
価
専
攻
」
を
新
設
し
現
在
に
至
る
。
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の
は

「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛
躍
」
で

す
が
、
こ
の
項
目
に
関
し
て
は
こ
れ
か
ら

も
多
大
の
努
力
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

国
際
的
に
世
界
の
大
学
を
総
合
的
に
評

価
し
て
い
る
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

代
表
的
機
関
に
目
開

が
あ
り
、

Ht開

の
最
新
の
評
価
で
は
東
北
大
学
は
世
界
ラ

ン
ク
一
五
O
位
で
す
（
大
学
当
局
発
表
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
袖怖が

Z
H凶
叶
で
調
べ

た
も
の
）。

日
本
で
は
東
大
が
二
二
一位
、
京
大
が

五
二
位
で

回
以
出
，
一
O
O
に
入
っ
て
い

る
の
は
こ
の
二
校
だ
け
（
東
工
大

一
二
五

位
、
阪
大

一
四
四
位
、
東
北
大
一
五
O
位、

回
開
印
叶
二

O
O
に
入
っ
て
い
る
の
は
日
本

で
は
こ
の
五
校
だ
け
）
。
∞
凹
ω吋
一
O
に

入
っ
て
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
大
学

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第
。

今
度
新
し
く
、
総
長
顧
問
と
し
て
マ

1
テ

イ

・
キ
1
ナ
1
ト
氏
が
就
任
し
総
会
に
出

席
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
回
開
ω
↓

一
O
O
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
た
め
に
は
何

が
欠
け
て
い
る
と
思
う
か
を
尋
ね
て
み
ま

し
た
。
キ

1
ナ
1
ト
顧
問
は
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
O
B
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
は

世
界
ラ
ン
ク
四
位
）
で
日
本
で
は
慶
応
を

卒
業
し
早
稲
田
の
教
授
も
歴
任
、
現
在
宮

城
大
学
の
副
学
長
を
兼
務
。
彼
は
、
い
ろ

い
ろ
努
力
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
う
が
最

も
大
き
な
要
因
は
発
表
論
文
の
問
題
（
英
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文
で
の
発
表
が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
）

と
国
際
化
の
遅
れ
で
は
な
い
か
と
申
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
と
言
わ
れ
る

民
間
企
業
内
の
社
内
論
文
や
研
究
レ
ポ
ー

ト
な
ど
で
も
邦
文
と
英
文
の
併
記
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
学
の

研
究
論
文
が
邦
文
だ
け
で
は
や
は
り
さ
び

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

記
念
講
演
会
か
ら

1
．
成
長
す
る
地
域
と
衰
退
す
る
地
域

講

演

者

福

島

路

氏

（
東
北
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教
授
）

日
本
の
人
口
問
題

二
O
四
O
年
に
は
二

0
1二
一
九
歳
の
女

性
が
五
O
%減
少
す
る
消
滅
可
能
性
都
市

の
事
例
紹
介
が
あ
り
、
東
北
に
多
い
こ
と

が
具
体
例
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
か
ら

人
口
が
流
出
す
る
最
大
の
理
由
は
地
方
に

仕
事
が
あ
る
か
無
い
か
と
の
こ
と
。
住
民

が
知
恵
を
絞
っ
て
職
を
創
り
出
し
地
域
の

活
性
化
を
行
う
必
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま
し

た
（
成
功
地
域
の
具
体
例
を
挙
げ
て
）
。

物
事
の
解
決
を
他
責
と
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
力
で
切
り
開
く
精
神
と
行
動
力
の

必
要
性
を
感
じ
た
次
第
。

2
．
東
北
大
学
か
ら
宇
宙
ヘ

講

演

者

吉
田

和
哉
氏

（
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）

先
生
の
偉
業
は
新
聞
や
T
V
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
の
で
そ
の
偉
業
の
紹
介
は
省
き

ま
す
が
、
ご
講
演
の
結
び
の
言
葉
が
印
象

的
だ
っ
た
の
で
そ
の
部
分
だ
け
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
が
科
学
技
術
立
国
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
「
閉
塞
感
」
と一
百
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

・
失
敗
を
谷
め
る
雰
囲
気

失
敗
を
恐
れ
出
来
そ
う
な
こ
と
し
か

や
ら
な
い
↓
失
敗
経
験
の
減
少
↓
よ

り
大
き
な
失
敗

「夢
へ
の
挑
戦
」
と
言
う
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル

・
「挑
戦
に
は
失
敗
」
は
付
き
物
で
あ

る
と
の
発
想

小
さ
な
失
敗
を
積
み
重
ね

「失
敗
」

か
ら
学
ぶ
↓
リ
ス
ク
を
直
視
し
、
見

通
す
能
力
の
詔
養
↓

「
失
敗
」
に
負

け
な
い
力

関
東
萩
友
会
総
会
は
毎
年
八
月
か
九
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
の

教
育
学
部
か
ら
の
参
加
者
は
六
名
で
し
た
。

同
窓
生
の
声

「教
育
現
場
に
加
を
寄
せ
丸一

石」
rL収不
子

・｛学
校
教
育
い

年
卒
）

戦
後
六
十
九
年
、
終
戦
記
念
日
か
ら
約

三
か
月
後
に
生
ま
れ
た
私
は
、

正
に
新
た

な
施
策
の
中
、
教
育
の
大
き
な
転
換
期
に

子
ど
も
と
し
て
過
ご
し
た
。

し
か
し
、
田
舎
で
の
生
活
は
の
ん
び
り

と
し
て
い
た
。
田
野
を
駆
け
巡
る
生
活
か

ら
一
転
し
た
の
が
大
学
生
活
。
私
た
ち
は

「
学
校
教
育
学
」
最
後
の
卒
業
生
だ
っ
た
。

卒
業
の
頃
、
宮
城
県
は
新
採
受
難
の
時

代
に
入
り
、
私
は
よ
う
や
く
僻
地
に
採
用

さ
れ
た
。
高
度
経
済
成
長
の
波
が
押
し
寄

せ
、
教
育
は
力
強
い
歩
み
を
し
て
い
た
。

三
校
目
九
年
で
、
私
は
宮
城
県
を
退
職

し
、
東
京
都
の
教
員
と
し
て
江
戸
川
区
の

小
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「環
境
が
人
を
育
て
る
」
と

い
う
言
葉

が
大
人
の
私
に
も
当
て
は
ま
り
、
研
究
の

意
欲
が
か
き
立
て
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た
。

子
ど
も

・
保
護
者

・
地
域
が
教
員
に
求
め

る
質
の
高
い
教
育
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
え

る
同
僚
の
方
々
。
私
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

子
ど
も
の
持
つ
能
力
を
引
き
出
し
達
成
感

を
味
わ
わ
せ
た
い
思
い
で
、
必
死
に
研
究

に
精
を
出
し
、
指
導
力
を
つ
け
る
べ
く
努

力
し
た
時
期
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
管
理
職
と
な
っ
て
十
七
年
。

子
ど
も
た
ち
と
直
接
触
れ
合
う
時
間
は
少

な
く
な
っ
た
が
、
目
の
前
の
子
ど
も
を
育

む
大
人

（
教
員

・
保
護
者

・
地
域
）
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
っ
た
り
指
導
し
た
り
の
関

わ
り
合
い
は
、
ま
た
う
れ
し
い
出
会
い
で

あ
っ
た
。

退
職
が
近
づ
く
頃
か
ら
少
し
ず
つ
、
教

育
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
く
兆
し
が
、

形
に
な
っ
て
表
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
業
績
評
価
制
度
で
あ
り
、
学



校
選
択
制
度
等
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

の
安
全
へ
の
配
慮
か
ら
放
課
後
の
学
校
活

用
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

退
職
後
、
都
の
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
、
都
の
区
市
全
域
へ
出
か
け
、
嬉

し
い
出
会
い
も
多
か
っ
た
。

現
在
は
団
塊
の
世
代
が
現
役
を
退
き
、

新
た
な
動
き
（
道
徳
の
教
科
化
の
方
向
や

教
育
委
員
会
の
在
り
方
の
見
直
し
等
）
の

中
で
学
校
現
場
は
努
力
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

健
康
で
心
豊
か
な
子
ど
も
に

・・

。
そ
し

て
、
時
代
の
変
化
を
見
極
め
る
知
識
と
判

断
力
を
持
つ
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
う
。

戸
卒
業
後
の
日
米
の
子
ど
ゐ
と
教
師
」

1

1
 

高一
伊
’
翁
直

（教
県

宇

宙
望

こ
れ
ま
で
、
日
米
の
学
校
教
育
に
関
心

を
抱
い
て
き
た
筆
者
は
、
両
国
の
学
校
教

育
に
多
く
の
共
通
点
を
見
い
出
し
て
き
た
。

一
方
で
、
相
違
点
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
学
校
卒
業
後
の
教
師

と
子
ど
も
の
関
わ
り
方
の
違
い
で
あ
る
。

日
本
で
は
子
ど
も
と
教
師
の
多
く
が
学

校
で
関
わ
っ
た
関
係
が
卒
業
後
も
続
き
、

時
に
は

一
生
続
く
こ
と
も
希
で
は
な
い
。

そ
の
関
係
の
具
体
例
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ

、っ。
先
ず
、
結
婚
披
露
宴
に

「恩
師
」
と
し

て
教
師
が
招
か
れ
る
こ
と
が
日
本
で
は
珍

し
く
な
い
。
卒
業
後
余
り
年
数
の
経
っ
て

い
な
い
大
学
教
師
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
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や
小
中
学
校
の
教
師
も
出
席
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
但
し
、
近
年
結
婚
式
の
在
り

方
が
変
わ
り
、
こ
の
例
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

次
に
、

日
本
で
は
学
校
の
同
級
会
、
同

期
会
、
同
窓
会
が
盛
ん
に
聞
か
れ
、
そ
こ

に
は
現
職
の
教
師
、
あ
る
い
は
退
職
後
の

教
師
が
招
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
は
卒

業
生
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
参
加
も
招
待

も
任
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

集
ま
り
は
厄
年
、
還
暦
、
古
希
ま
で
続
く
。

更
に
、
よ
り
身
近
な
例
と
し
て
は
、
卒

業
生
と
教
師
と
の
年
賀
状
の
交
換
が
あ
る
。

年
一
度
の
年
賀
状
を
通
じ
て
何
十
年
も
の

間
学
校
時
代
の
子
ど
も
と
教
師
の
関
係
が

続
く
。
先
日
、
小
学
校
一
年
の
担
任
だ
っ

た
先
生
か
ら
、
「
九
十
歳
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
来
年
か
ら
年
賀
状
を
休
み
ま
す
」

と
の
暑
中
見
舞
い
を
い
た
だ
い
た
。

私
の
知
る
限
り
、
前
記
の
よ
う
な
例
は

米
国
に
は
無
い
か
、
あ
っ
て
も
極
め
て
希

で
あ
る
。
子
ど
も
と
教
師
の
関
係
が
生
涯

続
く
可
能
性
を
秘
め
て
教
育
が
行
わ
れ
、

そ
の
関
係
は
卒
業
で
終
わ
ら
ず
、
退
職
で

も
終
わ
ら
な
い
。
日
本
の
こ
の
学
校
教
育

文
化
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

’「官補
祖
現
場
か
ら
文
学
へ
」

一浦
安

詳

除

＋
順
子
A
教
組問
也
理

四

年
卒
｝

大
学
に
在
学
中
の
こ
と
は
記
憶
の
か
な

た
へ
と
い
う
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
想

い
出
さ
れ
る
の
は
、
各
研
究
者
の
理
論
の

紹
介
を
黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
び
っ
し
り
と

書
か
れ
そ
の
ノ
l
ト
取
り
に
必
死
だ
っ
た

塚
田
先
生
の
人
格
心
理
学
、
青
年
の
性
と

結
婚
に
つ
い
て
か
な
り
の
熱
弁
を
ふ
る
わ

れ
て
い
た
宮
川
先
生
の
青
年
心
理
学
、
遠

山
啓
の
水
道
方
式
を
切
れ
味
抜
群
で
説
明

さ
れ
て
い
た
細
田
先
生
の
学
習
心
理
学
の

授
業
で
す
。

私
が
現
職
で
あ
る
大
学
で
教
鞭
を
と
り

は
じ
め
て
か
ら
丁
度
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
偉
大
な
三
先
生
方
に
無
理
に
当
て
は

め
て
授
業
の
様
子
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
学
生
が
昆

布
の
よ
う
に
な
っ
て
寝
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ
な
ど
の
た
め
に
板
書
を
目

一
杯
し
て
学

生
に
ノ
1
ト
を
と
ら
せ
た
り
、
ま
た
、
発

達
心
理
学
で
青
年
期
を
説
明
す
る
と
き
は
、

ま
さ
に

「あ
な
た
た
ち
の
時
期
は
ね
」
と

学
生
の
顔
を
し
っ
か
り
と
見
な
が
ら
妙
に

熱
っ
ぽ
く
話
し
て
い
た
り
、
質
量
保
存
の

法
則
を
説
明
す
る
と
き
は
で
き
る
だ
け
切

れ
味
良
く
と
い
う
思
い
で
講
義
を
し
て
い

た
り
と
、
真
似
る
よ
う
な
錯
覚
め
い
た
気

持
ち
で
教
え
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
教
員
の
立
場
に
な
っ
て
は
じ
め
て

先
生
方
の
ご
苦
労
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
懐
か
し
い
教
育
心

理
の
今
は
亡
き
三
先
生
方
の
ず
っ
し
り
と

し
た
重
厚
感
そ
し
て
厳
し
さ
の
中
に
暖
か

み
が
感
じ
ら
れ
る
学
生
へ
の
教
授
と
指
導

は
大
変
尊
い
も
の
で
、
良
き
先
生
方
に
恵

ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
の
教
鞭
を
と
る
立
場
に
な

っ
て、

自
分
の
力
量
、
今
流
の
個
々
の
学
生
へ
の

対
応
、
大
学
と
い
う
組
織
の
中
で
の
役
割

な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
常
に
あ

り
、
思
い
の
外
大
変
忙
し
く
、
日
々
悪
戦

苦
闘
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

』
私
の
近
況
｜
号

S
E。
色
目
宮
5」

抹
一戸

裕

（
必
育
哲
学
判
年
卒）

私
は
平
成
二
十
二
年
三
月
に
、

三
十
三

年
間
勤
務
し
た
国
立
国
会
図
書
館
を
退
職

し
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
上
智
大
学
な
ど

で
「
国
際
教
育
学
」
「外
国
教
育
史
」
等

の
教
育
学
関
係
の
科
目
、
東
洋
大
学
な
ど

で
「
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
」
「情
報
サ
ー

ビ
ス
」
と
い

っ
た
図
書
館
司
害

・
司
書
教

諭
資
格
取
得
の
た
め
の
科
目
、
高
崎
経
済

大
学
で

「ド
イ
ツ
語
」

「
日
本
語
リ
テ
ラ

シ
l」
の
非
常
勤
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
関
係
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
普

通
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の

科
目
で
は
、
何
で
元
図
書
館
員
が
そ
ん
な

講
義
を
し
て
い
る
の
か
不
思
議
が
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
国
会
図
書
館
在
職
中
、
そ
の
多
く

の
期
間
を
調
査
及
び
立
法
考
査
局
と
い
う

国
会
議
員
の
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
部
署

で
過
ご
し
ま
し
た
。
同
局
の
職
務
は
大
き

く
二
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
国
会
議
員
か
ら



(6) 

の
質
問
に
答
え
る
「
依
頼
調
査
」
、
も
う

ひ
と
つ
は
質
問
を
予
測
し
て
行
う
「
予
測

調
査
」
、
の
仕
事
で
す
。

私
は
そ
の
な
か
で
、
と
く
に
文
教
問
題

に
係
わ
る
立
法
調
査
業
務
に
従
事
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
「
依
頼
調
査
」
の
仕
事
は
、

議
員
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
資
料
等
を

用
意
す
る
、
報
告
書
を
作
成
す
る
、
必
要

に
応
じ
直
譲
説
明
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
「
予
測
調
査
」
で
は
、

外
国
の
教
育
事
情
、
教
育
制
度
に
関
す
る

論
文
等
の
執
筆
、
外
国
の
法
令
の
翻
訳
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
並
行
し
て
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
等
の
各
種
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
き
ま

1υ
れ
ん
。
在
学
中
学
び
ま
し
た
、
そ
う
し
た
知
識

や
経
験
を
ベ

l
ス
に
、
現
在
教
壇
に
立
た

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
す
。
講
義

の
準
備
を
し
な
が
ら
、
学
生
時
代
の
恩
師

が

言

っ

て

お

ら

れ

た

E
2
8号

任
問
。
ョ
ロ
印
」
（
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
学
ぶ
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
の
格

言
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

叩
き
込
ま
が
た

「野
鴨
の
精
神
」

V

I
l－－
同
陣
民
伊
五
唱
会
段
卒）

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
三
一つ
の
精
神

を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
、
こ
れ
が
今
日

ま
で
生
き
て
来
ら
れ
た
精
神
的
支
え
に
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な
っ
て
い
る
。

一
つ
は

「
T
H
I
N
K」
と
言
う
言
葉

で
あ
っ
た
。
職
場
の
自
に
付
く
と
こ
ろ
に

は
、
「
T
H
I
N
K
」
の
文
字
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
ず
上
司
の
部
屋
に
行

く
と
「
T
H
I
N
K
」
の
金
文
字
が
埋
め

込
ま
れ
た
三
一
角
錐
の
プ
レ
ー
ト
が
机
上
に

置
か
れ
、
そ
れ
を
見
る
と
準
備
不
足
で
報

告
に
言
っ
た
場
合
等
は
立
ち
す
く
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
後
に
管
理
職

に
な
り
報
告
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
時

に
は
、
自
分
へ
の
戒
め
を
含
め
個
室
で
一

人
の
時
に
は
T
H
I
N
Kプ
レ
ー
ト
を
自

分
の
方
に
向
け
、
自
問
し
た
も
の
で
す
。

パ
ス
カ
ル
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

二
つ
目
は
「
教
育
に
飽
和
点
は
な
い
」

と
言
、つ
言
葉
が
全
て
の
教
材
に
印
刷
さ
れ

て
い
た
こ
と
寸
た
っ
た
。

一
年
半
の
社
内
研

修
で
は
大
学
四
年
分
以
上
（
あ
ま
り
学
問

に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
小
生
に
と
っ
て
）

の
専
門
書
を
学
習
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
（
そ

れ
は
定
年
退
職
ま
で
続
き
ま
し
た
）
。

豊
か
な
人
生
を
送
る
に
は
広
範
囲
に
及

ぶ
生
涯
学
習
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

一二
つ
目
は
本
題
の

「
野
鴨
の
精
神
」
で

す
。
大
学
時
代
卒
業
の
単
位
を
得
る
た
め

に
受
講
し
た
哲
学
の
時
間
に
実
存
主
義
哲

学
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
キ

ル
ケ
ゴ

l
ル
や
ヤ
ス
パ

i
ス
、
ハ
イ
デ
ツ

カ
l
：
と
あ
ま
り
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
の
実
存
主
義
の
考
え
の
根
本
に

な
っ
た
「
野
鴨
」
の
精
神
を
叩
き
込
ま
れ

た
の
に
は
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
l
ラ
ン
ド
と
言、っ

と
こ
ろ
に
湖
が
あ
り
、
そ
の
湖
に
毎
年
野

生
の
鴨
た
ち
が
飛
来
し
て
き
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
た
慈
悲
深
い
老
人
が
餌
を
与
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
鴨

た
ち
は
餌
を
求
め
て
新
し
い
地
へ
飛
び
立

つ
必
要
が
無
く
な
り
、
そ
こ
に
住
み
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
野
鴨
た
ち

は
、
力
強
く
飛
び
立
つ
こ
と
を
忘
れ
、
も

は
や
元
の
野
生
に
戻
る
こ
と
は
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。
野
生
の
力
強
さ
を
失
っ
た

野
鴨
た
ち
に
待
っ
て
い
た
運
命
は
、
自
然

災
害
が
襲
い
激
流
が
こ
の
湖
に
流
れ
込
ん

で
き
た
時
に
、
丘
に
這
い
上
が
る
事
や
飛

び
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
悲
し
い
運
命
に
終

わ
っ
た
と
言
う
話
で
す
」
。
こ
の
野
生
の

野
鴨
の
話
は
、
強
烈
な
哲
学
と
な
り
、
キ

ル
ケ
ゴ
！
ル
の
実
存
主
義
哲
学
は
こ
の
逸

話
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た

（哲
学
専
攻
の
諸
兄
か
ら
訂
正
が
あ
れ
ば

ど
う
ぞ
）
。
こ
の
野
生
の
野
鴨
の
力
強
く

飛
び
立
つ
こ
と
の
貴
さ
を
叩
き
込
ま
れ
、

未
だ
に
生
き
る
精
神
的
支
え
に
な
っ
て
い

る
。
喜
寿
を
迎
え
た
こ
の
歳
に
な
っ
て
、

感
ず
る
の
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
経
験

し
学
ん
だ
こ
の
三
つ
の
精
神
的
「
T
H
I

N
K
」
「
教
育
に
飽
和
点
は
な
い
」
、
「
野

鴨
の
精
神
」
が
こ
れ
ま
で
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
世
の
中
に

は
解
決
す
べ
き
い
ろ
ん
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
自
ら
解
決
に
動
き
だ
き
な
い

隈
り
前
に
は
進
ま
な
い
よ
う
に
思
う
。
萩

友
会
の
記
念
講
演
で
福
島
教
授
が
一
不
さ
れ

た
衰
退
し
な
い
地
域
（
成
功
し
て
る
地
域
）

の
事
例
を
見
て
も
、
こ
の
野
鴨
の
精
神
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

戦
後
間
も
な
く
七
十
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
が
こ
の
間
、
国
民
は
英
知
を
絞
り

自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
諸
問
題
を
解
決
し

今
日
の
繁
栄
を
勝
ち
取
っ
た
が
、
安
穏
と

し
た
生
活
に
慣
れ
る
と
次
第
に
平
和
ポ
ケ

（？
）
状
態
に
陥
り
、
覇
気
が
な
く
な
り

自
ら
問
題
解
決
す
る
意
欲
を
失
い
つ
つ
あ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
へ

l
ゲ

ル
の

「ミ
ネ
ル
パ
の
フ
ク
ロ
ウ
が
迫
り
く

る
黄
昏
に
飛
び
立
つ
」
を
思
い
出
す
。

旧
首
相
官
邸
の
屋
上
に
四
羽
の
フ
ク
ロ

ウ
の
彫
刻
が
あ
っ
た
が
改
装
時
に
撤
去
さ

れ
た
と
聞
く
、
人
や
時
代
に
陰
り
が
生
じ

る
、
行
き
づ
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
知
の
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
知
が
混
迷
を
打
ち
破
る
。
い
ま
日

本
は
混
迷
の
中
に
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
フ
ク
ロ
ウ
（
知
恵

の
象
徴
）
の
彫
刻
を
撤
去
し
な
い
で
保
存

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
願
う
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
？
官
邸
こ
そ
最

も
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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））））））））））任

（単位：円）

科目 A予算額 B決算額 差異 （B-A) 摘要

1.維持会費 450,000 606,130 156, 130 会費納入者217名（内訳：通常納入151名、前納66名）
2.寄付金 。 。 。
3.縫入 5,000 337 • 4,663 利子

4.繰越金 561,019 561,019 。
合計 1,016,019 1, 167,486 151,467 

（平成22年11月～平成24年10月）一般会計収支決算書．第 11期
1 .収入の部

（単位；円）

第 11期役員会等

総会・役員会の開催準備、「吉ょうかんjの作成等

「きょうかん」郵送費、通信費等

2.支出の部
科目 ｜ A予算額

1.運営費 I 300,000 
2.活動費 I 400,000 
3.需用費 I 1so.ooo 
4.予備貸 I 166,01s 
合計 I 1,01s.01s 

3.第 12期への繰越金

摘要差異 （B-A)

.... 208,368 

701 
.... 56,110 

• 166,019 
... 429,796 

B決算額

91,632 
400,701 

93,890 

0 
586,223 

収入決算額 1,167,486円ー支出決算額 586,223円＝581,263円

（単位：円）

術要

「三国一j支払

講師・来賓へ

（平成24年11月16日開催於麗彦大学東京研究セン安一三国一）

(2）支出の部

金額

174,000 

36,350 

210,350 

科目

会場費・宴会費

鮒礼・手土産等

合計

繍要

5,000円x33名
ー鍛会計より

総会・懇親会収支計算書
(I阪入の部

金額

165,000 
45,350 

210,350 

・第 12回

科目

総会・懇貌会費

絵入

合計

［第12期の活動方針l
会員相互のま北陸と交流を本旨と

し、本会の一層の充実・ §~~を

めざし、会員の意見提案を反

映させる「全員参加の同窓会」

を運営の基本とする。この趣旨

にもとづき、会民の型解と協力

を得ながら、次のtlii')Jを堅実に

進め、会員の拡充を図る。

(1） 会員交流を積極的に進め、

会只の拡充を図る

(Z）会報「きょうかん」の発行

(3) 第13凶主主会・惣親会の開催

(4）東北大学教育学部同窓会お

よぴ各支部、東北大学萩友会

との連機

（単位 ：円）

嫡要

3.000円x180名

利子等

（平成24年11月～平成26年10月）

対前期ti!滅
90,000 
0 

0 

20,244 

110,244 

第 11期予算額
450,000 

0 
5,000 
561,019 
1,016,019 

．第12期
1 .収入の部
科目 ｜第12期予算額
1.維持会費 ｜ 540,000 

2. 寄付金 I o 
3.維入 I s,ooo 
4. 繰越金 I ss1,253 
合計 I 1,126日263

2.支出の部

収支予算

（単位： 円）

科目 第 12期予算額 第 11期予算額 対前期憎滅 摘要

1.運営費 400,000 300,000 100,000 役員会費

2.活勧貨 450,000 400,000 50,000 総会、会報等

3.需用費 150,000 150,000 。会事E送付、通信費等
4.予備費 126,263 166,019 .... 39,756 

合 計 1,126,263 1,016,019 110,244 
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沼

田
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之
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久
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郎
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明
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岡
久
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長
谷
川
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沓

浮

豆

｛
教
育
心
理

江

川

亮

奥
泉
英
夫

位
回
尚
隆

士
口
岡
忍

管
由
美
紀
子

小
熊
順
子

中
村
美
恵
子

寺
島
ひ
ろ
子

大
野
正
利

梶
塚
典
子

お
名
｝

加
藤
正
巳

木
村
正
次

清
水
俊
雄

川
島
春
夫

斉
藤
哲
至

佐

藤

金

高
橋
靖
直

阿

部

孝

田
中
博
康

菅
原
英
行

銭
谷
真
美

浅
野
良

一

高
橋
寛
人

木
林
阿
只
一

中
島
洋
明

長
沼
真
吾

小
林
順
子

笠吉寺舛：木是斎磯 24
モテ村嶋岡村宍藤百1印 。
Z葉洋道 三 忠裕 2
手子平子祐手志子

小

滝

威

田

口

有

里

吉
田
恵
子
馬
場
章
信

野
村
正
宣

黒
須
俊
夫

鷲
尾
純

一

吉
川
智
子

｛
心
身
障
害
也
名
｝

小

原

弘

三

高

橋

哲

鈴
木
貞
夫
遠
藤
道
雄

高
橋
敏
行
田
沢
良
介

大
沼
直
紀
高
橋
良
彰

員
見
芳
房
山
森
伸
子

細
淵
富
夫
北
島
善
夫

｛
学
校
教
育
泣
名
｝

板

井

啓

修

及

川

元

堀

内

純

子

梶

原

葉

菊

地

明

篠

博

久

高
橋
渥
子
中
井
ち
と
せ

渡
辺
健
郎
大
金
武
文

柴
田
洋
子
猪
又
和
子

加
藤
万
喜
子
川
野
恵
子

高
橋
陸
人
村
井
綬
子

永
井
勝
利
石
崎
謙
二

金
野
久
子

渡

辺
成
男

後

藤

光

丹

野

光

穂

渡
辺
登
美
子
今
野
正
保

鈴
木
保
一
相
馬
敬
司

吾
妻
順
子
横
舘
厚
太

石
森
ミ
ネ
子
細
谷
靖
男

鬼

宗

久

星

重

昭

以
上
合
計
旧
名

（平
成
初
年
8
月
お
日
現
在
）

事
務
局
か
う

｛叙
勲
】

鈴
木
貞
夫
氏

（心
障
加
）

平
成
お
年
4
月
羽
目
に
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

｛図
書
寄
贈
｝

西
山
拓
氏
（
哲
学
四
）

平
成
お
年
日
月
日
日
に
著
書
「
市

民
大
学
と
地
域
学
1

川
崎
学
の
と
り

く
み
を
中
心
に
」
（
シ

1
エ
｜
ピ
l

出
版
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

所v
由学「三づ

街支編

i~~ 
で、会一一一

塁~~

u~ 
東務

第13期（平成26年11月～平成28年10月）

維持会費納入のお願い

東北大学教育学部関東地区同窓会
会長星永揚

北
大
は
世
界
を
目
指
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
教
育
学
部
の
活
躍
は
？
」

同

窓
生
た
ち
の
熱
い
思
い
で
今
回
の
記

念
講
演
実
現
。

V
今
号
、
本
部
と
仙

台
支
部
の
近
況
、
学
部
小
史
、
関
東

萩
友
会
報
告
と
躍
動
す
る
母
校
の
様

子
。
「
同
窓
生
の
声
」
に
教
育
に
関

わ
る
様
々
な
実
践
。
学
び
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
転
換
期
と
い
わ
れ
る
今
、
時
宜

を
得
た
「
き
ょ
う
か
ん
ロ
号
」
珠
宝

の
数
々
、
秋
の
夜
長
に
是
非
ご
一
読

を。

日
月
の
総
会
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
で
の
ご
参
加
を
。
V
私
も
4
月

か
ら
門
知
年
振
り
に
母
校
で
ま
た
勉
強

始
め
ま
し
た
。
竜
宮
城
に
二
度
来
て

し
ま
っ
た
浦
島
太
郎
（
？
）
の
よ
う

な
心
境
で
す
。
川
内
の
不
易
流
行
に

身
を
置
き
生
涯
学
習
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
（小
林
）

東北大学教育学部関東地区同窓会は第12
期を終了し、第13J羽活動に入ります。同窓
会活動は、会員の皆様からご協力いただい
ております維持会費（2年間で3,000円） に
より支えられております。第13期もご協力
いただきますようよろしくお願い申し上げ
ます。
つきましては、同封いたしました 「郵
便振込紫」で平成26年12月末までに、維
持会費の納入をお願い申し上げます。

昭文事務局

042-325-2819 
aug02lzelkoba7@ezweb.ne.jp 

小林．連絡先

TEL・FAX 
メール


